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要 旨

日本電信電話公社でほ,昭和42年度より集合自動電話サービスを開始してきたが,今回汎用性のある2段3

段混合フレーム構成,完全共通制御方式を採用したPC30形交換棟を完成した｡本交換磯は集合自動電話を

2,000回線まで収容できる加入者宅内設置形である｡

などについて述べている｡

1.緒 日

日本電信電話公社では,昭和42年度から集合自動電話サービスを

開始し,これの試行実施にあたっては暫定PC3形交換装置(1)が用

いられてきたが,その交換装置はそれぞれの加入者の要求条件に合

わせて個別設計され,たとえばテナント容量,受付台の種類,付加

サービスの種類などにそれぞれ違いがあった｡

そこで日本電信電話公社では,今後の需要に備えて汎用性のある

しかも経済的な集合自動電話交換棟の開発に着手し,大略の設計条

件を固めたのち,昭和42年8月より日本電信電話公社が中心にな

り,交換機製造4社も参加して具体的な検討を行なった｡

その結果,昭和43年2月にはPC30形交換機仕様書(特仕5502～

5507号)が制定された｡

PC30形交換機の開発において,日立製作所はナンバグループ,

トランクナンバグループ,トランスレータおよび短縮ダイヤルトラ

ンスレータなどの翻訳装置類,集中試験架その他試験装置棋,集中

監視供給架,有ひも受付台および同関連装置揮および専用線トラン

クの設計を担当した｡

この仕様書により日立製作所が納入した局は,東京の興和局およ

び三井物産名古屋局などであり,このうち前者は現場調査局の一つ

に指定され,昭和43年12月からサービスを開始した｡

2.PC30形交換轢の概要

2.1適用 抒皆て い

集合自動電話用交換機の置局形式には加入者宅内に設置する形式

と,電話局内に設置する形式の2とおりが考えられるが,PC30形

交換枚は前者の形式を採用したものである｡

交換接続上の階ていとして,ダイヤルインについては従局形式で

あり,ダイヤルアウトについては構内交換電話(PABX)と同様に扱

われる｡

2.2 適 用 容 量

本電話棟数500から2,000までの範囲に適用され,そのテナント

数は最少本電話機数100を単位とし原則として10以下,必要に応じ

20までとすることができる｡交換枚のトラヒック容量としては1本

電話機当たり0.165アーランで合計330アーランまでである｡

*

元日本電信電話公社技術局調査役
**
日本電信電話公社

***
日立製作所戸塚工場

本文においては本交換機の概要,接続動作,構成,特長

2.3 収容局交換方式

A形,H形,改良形以降のC4.5形,C400およびC460形の各自

動局に収容できる｡

2.4 収 容 回 線

本交換機には次の回線を収容することができる｡

(1)電話機な ど (a)

(b)

(2)出 中 継 線 (a)

(b)

(c)

(3)入 中 継 線 (a)

(b)

(4)その他の回線

C

d

a

集合自動電話

社内通話用電話など

出中継線(ダイヤルアウト用)

DSA呼出用回線(保留再信号機

能付)

緊急通報回線("0＋119”および

"0＋110'')

入中継線(ダイヤルイン用)

市外出中継線(市外台からのダ

イヤルイン用)

割込用入中継線

試験および障害警報転送用回線

故障調べ番号用回線("△△△

0060”)

(b)市内および市外専用線など

2.5 番 号 方 式

集合自動電話に使用する番号方式は普遍番号方式である｡したが

ってこの交換機に収容される本電話燐には全国番号計画による電話
番号が与えられ,域外からの着信は一般加入電話の場合と同様にし

て∃妾続される｡域内は本電話棟に与えられた全国番号のうちの下3

けたまたは4けた(同一交換機内では3け'たと4けたの空昆合はな

い)を交換機の回線規模に応じて用いる閉番号域である｡したがって

域外への発信にほ識別番号として"0''を付す必要がある｡受付台

表1 番 号 方 式

接続種別l本
電 話
機l記

事

域内相互接続

市 内 接 続

市 外 接 続

加入者特番

域 内 特 番

通話中特番

ⅩⅩⅩ

ⅩⅩⅩⅩ

0十市内局番＋ⅩⅩⅩⅩ

第1数字には0を使用しない｡発信に
おいてけた混合はない｡域外着信ほ2
D～4D の混合がある｡

0十0十市外局番十ⅩⅩXX

0＋1ⅩY

1Ⅹ

1またはフッキング

1またはブッキング＋Ⅹ

原則として1Ⅹ｡そのほか制限つきの
Ⅹ,ⅩY,ⅩYZがある｡

通話中扱者呼出しと自動転送に使用す
る｡
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図1 中 継 方 式 図

表2 暗 号 表

略 号 品 名 ま た は 略称 略 号 品名 ま た ほ略称

ADTLR

ADTLRC

AOT

短縮ダイヤルトランスレータ OS 出 セ ン ダ

短縮ダイヤルトランスレータ OSC 出センダコネクタ

コネクタ OSL 出センダリンク

簡易会議トランク OSLC 出セソグリンクコネクタ

ATT-CL

ATT-PC

CSSF

ICT

INFT

IOT

IR

IRL

LFC

LLF

LMC

LR

LTSTE

M

MET

MTF

NG

NGC

OGT

OPL

OPT

OR

無ひも受付台

有ひも受付台

集中監視供給突

入 ト ラ ン ク

案内ト ランク

域内相互トランク

入 レ ジ ス タ

入レジスタリソク

ラインリンクフレームコネクク

ラインリンクフレーム

ラインマーカコネクタ

ラ イ ン 回 路

線 路 試 験 器

マ ー･ カ

度 数 計

集 中 試 験 架

ナンバグループ

ナンバグループコネクタ

出 ト ラ ン ク

扱 者リ ン ク

扱者ト ランク

発信 レジスタ

L

C

L

C

L

C

ベ
イ
C
ペ
イ

C
P

C

C

L

T

T

T

T

T

W

T

C

W

B

B

C

R

T

R

R

G

G

C

W

I

I

I

O

O

O

R

S

T

M

S

U

U

B

F

F

L

L

N

N

S

S

P

P

P

P

P

P

P

P

P

R

S

S

S

T

T

T

T

T

T

T

T

T

座席入リ ンク

無ひも座席入トランク

有ひも座席入トランク

座席出トランクコネクタ

無ひも座席出トランク

有ひも座席出トランク

座席 レジスタ

ー次 スイ ッチ

座席着信トランク

レジスタマーカコネクク

ニ次 スイ ッ チ

ATTべ:Lを設置するテナントの電話枚

ATT-PCを設置するテナントの電話機

トランクブロックコネクタ

転送 レジスタ

自動転送トランク

ト ラソス レーク

トランスレータコネクタ

トランクナンノペダループ

トランクナンバグループコネクタ

三次スイッチコネクタ

三次 スイ ッ チ

からの域外発信にも"0”を付す｡この交換機の番号方式を示すと

表1になる｡

2.d 課 金 方 式

本交換機における課金方式は度数登算方式であり,本交換機側に

度数計を設備し,電話機ごとに個別登算する｡通話料は域内相互接

続の無登算を除いてはすべて一般加入電話と同じであり,収容局か

ら送られてくるメータパルスにより度数登算される｡

2.7 中 継 方 式

PC30形交換機の代表的な中継方式図を図1に,装置略号を表2

に示す｡この図に有ひも式と無ひも式の2種類の受付台が併記され

ているように,同一交換棟内であってもテナント単位にいずれかの

受付台を選定できる｡

第51巻 第7号

2.8 機能の概要

本交換機の枚能は,

(1)基本機能

(2)標準棟能

次の三つに大別される｡

自動交換棟として不可欠の

機能

集合自動電話として標準的

にサービスする枚能

(3)付加機能 利用者の希望に応じてサー

ビスする機能

それぞれの棟能の概要は表3に示すとおりであ

る｡

2.9 構 造

本交換枚を構成する主要機器ほCXF｢+架

わく(架高2,332mm,架幅655～1,104mmの各

種)にとう載される｡これは加入者宅内に設置さ

れることから低架高のものを適用しており,その

必要階高は約2,800mmである｡架わくおよび主

要部品はいずれもC400形自動交換機で使用して

いるものと同様である｡

3.おもな才妾続動作

本交換機のおもな接続動作について簡単に説明

する｡

3.1起 呼 接 続(図2)

発呼者が送受器を上げると,LLFのラインリレ

ーが動作し,LMCを経てMを描そくする｡Mは

発呼老収容位置を識別し,発呼電話枚の種別にあ

ったあきORのあるトランクブロック(TB)を選

択し,該当するTBCを起動する｡TB選択後,発

呼老が収容されているLFCとTSCを起動し,発

呼老と選択したOR問の通話路を設定する｡それ

と並行して,MからORに発呼老収容位置情報が

転送される｡通話路試験後Mほ復旧し,発呼者に

はORから発信音が送出される｡

3.2 域 内 接 続(図3)

発呼暑がダイヤルし終わると,ORはORMCを

経てMを描そくし,被呼老番号と発呼老収容位置

情報を転送する｡MはただちにTLRを描そくし,

受信情報をTLRに転送し,出線選択制御に必要

な情報と発呼老テナントおよぴクラスに翻訳す

る｡MはTLRより抽出した出線情報にもとづき

TBCを起動してIOT選択準備を行なうと同時に,

NGを捕そくして被呼老番号を収容位置情報とテ

ナソトおよびクラスに翻訳する｡この情報に従っ

て被呼老が収容されているLLFのLFCを起動し,

被呼老があきであることを確認するとともにIOT選択を行なう｡こ

の間に発呼者と被呼老のクラスおよびテナントの照合を行ない,接

続可の呼であればMは被呼老とIOTの通話路を設定する｡通話路

試験後,被呼老の収容されたLLFを復旧させ,次いで発呼老の収容

されているLLFのLFCとTSCを起動し,発呼者とOR問の接続を

復旧したのち,発呼老とIOT間の通話路を設定する｡通話路試験後

Mは復旧し,IOTより発呼老に呼出信号音,被呼老に呼出信号が

送出される｡

3.3 発 信 接 続(図4)

MがTLRを描そくするまでは域内接続と同じである｡MはTLR

から発呼老が外線発信可のクラスであることにより,抽出した出線

情報より所要ルートのあきOGTを有するTBを選択し,対応する
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図2 起 呼 接 続
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図4 発 信 接 続

粁分 機 能 名 称 説 明 分類 汝 能 名 称 l 説 明

L

基

本
機

能

2.

標

準

機

能

(1)域 内 接 続

(2)域外への自動発信接続

同一の交換故に収容されている本電話機相互

間を小けた数のダイヤルで自動的に接続する

梯能

開放番号方式により域外への発信を自動的Fこ

接続する機能

(3)域外からの自動着信接続
均一番号方式による域外からの着信を自動的

に接続する枚能

(4)書芸完を経由する依頼発
発呼老の依掛こより,受付台故老がダイヤル

することにより,域外への発信を手動接続す

る扱能

(5)還付台を経由する着信接
域外からの着信に対して受付台扱者が応答し,

発呼老の希望する被呼老への着信を手動接続

する棟能

(6)誓霊冨芸扱者呼び出しと
着信通話中の被呼老の通話中特割こより受付

台扱者を呼び出す機能と被呼老の依頼により

その呼をほかの被呼老へ転送する捺能

(7)芸芸謡放と受付台の相互

発呼老が域内特番をダイヤルすることにより

受付台扱者を呼び出す機能および受付台扱者

の操作により発着信とは無関係に被呼老へ接

続する揆能

(8)霊芝遅桝の受付台への
(9)話中呼の受付台への転送

自動着信呼で被呼老が応答しないとき,ある

一定時間経過後その呼を自動的に受付台へ転
送する機能

自動着信呼が被呼老話中に遭遇したとき,そ

の呼を自動的に受付台へ転送する扱能

(10)代 表 選 択

複数の電話枚を群として扱い,その群中の特

定番号をダイヤルすると同一群内のあき電話

機を選択し,その電話機へ着信する機能

(11)通話料金の個別登算
本電話機ごとに度数計を設け,通話料金を電

話機ごとに記録する磯能

(12)試 験,障 害 転 送 親局からの試験,親局に対する障害転送機能

3.

付

加

幾

能

(13)発 信 則発呼著のサービスクラスにより,域外への発

信を規制する磯絶,ダイヤルによる市外自動

発信を規制する棟能,およびダイヤルによる

特定帯域への市外自動発信を許し,はかの帯

域への市外自動発信を規制する僚能

(14)短 縮 ダ イ ヤ ル

(15)自 動 転 送

加入者の希望する被呼老に対し,2数字の短

縮番号を与え,域内特番に続いて短縮番号を

ダイヤルすることで被呼老へ接続する枚能

着信通話中に自分の電話楼のダイヤル操作に

より,ほかの電話機と打合せ通話や接続替え

ができる捺能

(16)夜 間 サ
ー ビ ス

夜間または休日に域外からの着信呼に対して

トーキにて案内する故能あるいは応答台で応

答する機能

(17)簡 易 会 議 電 話 一つの電話機から二つの電話機を続けて【乎び
出し,3人で通話することができる機能

(18)不 在 転 送

(19)座席自 動ダイ ヤル

(20)
社内案内トーキまたほ

社内放送設備への接続

(21)特 殊 共 電

交換室で電話機ごとの不在表示用キーを操作

Lておき,その電話機への着信呼は受付台へ

接続される機能

受付台に相手加入者ごとにポタソを設け,ボ

タン操作により自動的に相手に接続する機能

発呼老の特定番号ダイヤルにより,社内案内

トーキまたは社内放送設備へ接続され,案内

を聞いたり放送できる枚能

押ボタン付電話機を使用し,押ボタンを押し

ながら送受器を上げると,ダイヤルによる自

動発信が可能となり,押ボタンを押さずに送

受器を上げると受付台へ接続される機饉

(22)臨 時 受 付 台
サービス開始当初過渡的に多く発生する受付

台着信呼を処理するため,通常の受付台の補

助として臨時に設置する台

(23)そ の 他
専用線と域内との自動または手動接続,専用

線相互の自動接続,監督台の設置

TBCを起動してOGT選択準備を行なう｡TBCの描そくを確認した

のち,発呼老が収容されているLLFを起動し,OGT選択を行なう｡次

に発呼者とOR問の接続を復旧させたのち,発呼老とOGT間の通話

路を設定する｡一方MはOGT選択後OSLを起動し,またOSCを経

てあきOSを描そくし,OGT,OS問のj妾続路を設定する｡OSにはM

より制御情報と被呼老番号が転送される｡それらを確認するとM

は復旧し,OSはOGT経由で収容局以降の交換機を制御して以下の

接続を進行する｡

3.4 ダイヤルイン接続(図5)

ICTは収容局より起動を受けるとIRLを起動し,IRに接続され

る｡IRは収容局からの被呼著者号を受信し終わるとIRMCを経て

Mを揃そくし,被呼老番号を転送する｡MはIRから起動されると

ただちにTNGを捕そくし,ICTの収容位置と回線クラス情報を抽

出する｡一方Mは被呼老番号を受けるとNGを揃そくして被呼老

番号を収容位置情報とテナントおよびクラスに翻訳する｡この情報

に従って被呼者が収容されているLLFのLFCとTSCを起動し,被

呼者があきであることを確認する｡この間にICTの回線クラスと被

呼老クラスの照合を行ない,接続可の呼であればMは被呼者とIOT

の通話路を設定する｡これと同時に被呼老テナント情報が,ICTの

収容位置情報に従って挿そくしてあるTBCを経てMからICTに

蓄積される｡通話路試験後Mほ復旧し,ICTより発呼老に呼出信

号音,被呼者に呼出信号が送出される｡

3.5 無ひも受付台を経由する着信接続(図る)

MがNGを捕そくするまではダイヤルイン接続と同じである｡無

ひも受付台設置のテナントでは,被呼老番号をテナントおよび台着

信情報に翻訳する｡この二つの情報をTBCを経てICTに蓄積し,

Mは復旧する｡ICTはPILCONTを起動し,その二つの情報を与え

る｡PILCONTほテナント情報に従ってあきPITを捕そくしICT

との通話路を設定するとともに台着信情報をPITに蓄積して復旧

する｡このときICTからは発呼者に呼出信号音が,受付台には台着

信表示が出る｡

扱者が応答するとあきOPTとPITがOPLCONTの動作により

OPLを経て接続され,発呼者の要求を聞いて被呼老番号を数字ボタ

ン操作によりPRに送り,起動ボタンを操作する｡PRほ起動情報
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図5 ダイヤルイン接続
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図6 無ひも受付台着信接続

によりPRMCを経てMを捕そくし,被呼老番号を転送する｡

以下ダイヤルイン接続と同じようにしてICTと被呼老が接

続される｡この接続にあたってMほPRから受付台の所属

するテナント番号を読みとり,あらかじめNGから得ている

被呼老のテナントおよびクラスとの照合を行ない,接続可の

呼であれば接続する｡

接続が完了するとMは復旧し,PRからはOPTへ呼出信

号送出指示が与えられ,OPTから被呼老に呼出信号が送出さ

れる｡被呼老応答後,扱者の操作によりPILからATTまで

の通話路は復旧し,以後はダイヤルイン接続と同じ通話路で

通話が行なわれる｡

3.d 無ひも受付台の依頼発信接続(図7)

起呼接続ののち,発呼者が域内特番をダイヤルすると,

ORとMは発信接続の発呼老とOGTを接続するのと同様な

動作を行ない発呼老とINFTを接続する｡このときINFTに

はMから呼び出そうとする台のテナント番号が蓄抗される｡

以後の接続は無ひも台着信呼のICTから受付台までの接続と同じ

である｡扱者が応答すると発呼者は希望する外部の被呼者への発信

を依頼し,送受器をおろす｡

扱者が外線発信操作を行なうとあきOPTとあきPOTがOPLを

経て接続され,一方PRは扱者より被呼老番号を受けてPRMCを

経てMを捕そくし,被呼者番号を転送する｡MはただちにTNGを捕

そくしPOTのLLFのL側収容位置を抽出し,これとOGTを発信

接続と同様にして接続する｡この間MはPRから台のテナント番

号を読み,外線発信情報とともにPOTに蓄積する｡被呼老応答後

扱者は内線例の呼出しにはいり,発信依板した発呼老番号をPRに

送る｡PRは再びMをPRMC経由で捕そくし,発呼者番号を転送

する｡MはTNGを捕そくし,POTのLLFのT側収容位置を抽出

し,その後の接続動作は受付台を経由する着信接続とはぼ同様にし

て,POTのLLFのT側と発呼老を接続する｡発呼老側の接続にあ

たってMはPOTから被呼テナント番号と外線発信情報を読み取

り,これらとNGから抽出した発呼老のテナントおよびクラスとの

照合を行ない,接続呼であることの確認をする｡発呼老のテナント

およびクラス情報はPOTに蓄積される｡この接続の通話路はSUB-

LLF-POT-OPL-OPT-OPL-POT-LLF-OGTのようになる｡

LR
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4.主要構成機器と群構成

4.1フレーム･リンク類

4.l.1主 フ レ
ー ム

主フレーム構成を図8に示す｡2段,3段混合フレーム形式で,

電話梗100回線を一つの基本フレームに収容する｡基本フレーム

の出端子は必要に応じ拡張され,フレーム間全複式接続される｡

1フレームの呼量容量は最大16.5アーランであり,最大30フレ

ームまで設置できる｡この30フレームには本電話枚を2,000とそ

の他雑回線を収容するものである｡PCF30号Aラインリンク袈

が基本フレームであり,PCF30号Aラインリンク2次スイッチ

拡張用架,PCF30号Aラインリンク3次スイッチ拡張用架がそ

れぞれ2次と3次出側端子の拡張のためのものである｡

4.1.2 入レジスタリンク

PC30号AMF入レジスタンクおよびPC30号ADP入レジス

タリンクは,ICTとIR問を接続する完全単リンク2段リンクフ

レームで,そのリンク構成は図9(a)(b)に示すとおりである｡

いずれも主接続路は3線式で構成される｡後者はバイリンクを有

し,さらに一次格子対応にリンク全話中を監視し,全話中になる

とICTを閉そくする機能を有する｡いずれのリンクも次項の出セ

ソダリンクとともに局状に応じPCF30号Aレジスタセソダリン
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80端子

16

MFIRL

図9(a)MFIRLのリンク構成

OSL

図10 0SLのリンク構成

DPIRL

MFIR LPICT
80端子

16

48端子

2

図9(b)DPIRLのリンク構成

30端子 2()0､-4()0端子

:10

図12 0PLのリンク構成

ク用架にとう載される｡

J.l.3 出セングリンク

PC30号A出セソダリンクは,OGTとOS間を接続する完全単

リンク2段リンクフレームで,そのリンク構成は図10に示すとお

りである｡IRLと同様に,接続路は3線で,一次格子対応にリン

ク話中を監視し,全話中になるとOGTを閉そくする磯能を有す

る｡制御ほMによって行なわれる｡

イ.1.4 座席入リンク

座席入リンクはICTとPIT間などを】妾綻する6線式完全単リ

ンク2段リンクフレームで,そのリンク構成は図11に示すとおり

である｡このリンクはICT矩の中に蓄積されたテナントおよび受

付台に対する各種表示撥能をテナントごとに設置されるPITに

振り分けるためとホールジング通話を行なうときのTFTへの通

話路を構成するために使用され,PCF30号A座席入リンク用架に

最大3装置がとう載される｡出側端子の拡張スイッチおよぴその

とう載用架も用意されている｡これの制御はPCF30号A座席入

リンクコントローラ架により行なわれる｡

4.1.5 扱者リ ンク

扱者リンクはPITおよぴPOTとOPT間を接続する6線式完

全単リンク2段リンクフレームで,そのリソク構成は図12に示す

とおりである｡1フレームの基本分は最大20の受付台を収容でき,

必要により拡張スイッチを設置して最大40分･まで拡張できる｡

収容可能テナント数は1フレームで5である｡本リンクはPCF

30号A扱者リンク用架にとう載され,その制御はPCF30号A扱

者リンクコントローラ架によi)行なわれ,扱者リンクを最大10フ

レームまで2回路並列運転により制御する｡

4.2 ト ラ ンク類

トランク煩には大別すると入および出トランク,域内および特殊

トランク,専用線トランク,受付台まわりトランクがあり,それぞ

れの種別と用途を示したのが表4～7である｡これらのトラソクはそ

のほとんどがPCF30号Aトランク用架とPCF30号Bトランク用

架にとう載される｡いずれの局にも常に国定設置される特殊トラソ
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図11PILのリンク構成

表4 入および出トランクの種別と用途

収容位置

LLFの

トランク

側収容

有ひも受
付台収容

用 途 管闇 品 名 略
号l備考

汎用入ト ラ ンク

出中継用入ト ランク

割込用入ト ラ ンク

DP

MF

DP

MF

DP

MF

PC30A-2LPICT

PC30A-LPICT(H)*

PC30A-2LPICT-DL

PC30A-2LPICT-NT

汎 用(単 登 算)
出 ト ラ ン ク

汎用(メータ/くルス)
出 ト ラ ン ク

"10Ⅹ”または"11.方”

回線用出ト ランク

収容局加入者回路収容

2練武RDトランク

DP

MF

DP

MF

DP

RD

PC30A-2LPOGT

PC30A-2LPOGT-MP

PC30A-20GT-SP

PC30A-RDICT-CL

PC30A-2RDICT-PC

無ひも用

有ひも用

表5 域内および特殊トランク

収容位置 用 途 品 名 略 号 l 備 考

域内通話用

LLFの

トランク

側収容

LLFの

トランク

側またほ
ライン側
収 容

LLFの

トランク

側収容

LLFの

ト ラソク

側収容

消防,警察回線用

障害受付用

域内案内用

トーキ

サービス用

社内放送用

自 動転送用

簡易会議用

PC30A-2IOT

PC30A-FPT

PC30A-2FPT(H)*

PC30A-CPT

*対H形局用

PC30A-INFT 出側はPIL収容

PC30A-2TKT

PC30B-2TKT

あき番号通知等無料トー
キーサービス回線用

社内ニュースサービス等
用

PC30A-PAGT

PC30A-TFT

PC30A-AOT

着信無料用

通知台接続用

PC30L-FLT

PC30L-4IST-A

PC30L-2IST-B

LLF(L)-IST-A-
IST-B一…通知台

長足巨離内線用 PC30L-2LLT

ク類はPCF30号A特殊トラソク用架にとう載される｡
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蓑6 専用線トランクの種別と用途

収容位置l用
途 r響闇 品 名 略 号

有ひも受
付台収容

‾‾モモ‾戸‾石‾‾

トランク側
収 容

LLFの

両側収容

RD両方向トランク

ルー プダイ ヤル

両方向ト ラ ンク

RD

LD

PC30A-3RDBlVT-PV-PC

PC30A-RDBWT-PV-CL

PC30S-LDBWT-PV

備 考

有ひも用

無ひも用

表7 受付台まわりトランク

収容位置 用 途 l 品 名 略 号

LLFの

ライン側

収 容

LLFの

ト ラン′ク

側収容

PIL

収容

LLFの

ライン側

収 容

LLFの

両側収容

LLFの

トラニ/ク

側収容

特殊共電用

(電話戟対応)

PC30L-3SCBT-PC 有ひも用

PC30L-4SCBT-CL 無ひも用

出側はPI
域内不在転送用 PC30L-ABST-CL

内 線 呼 出 用 PC30A-PIOT-PC

無ひも用,
LまたはOPL収容

有ひも用,人側は台収
容

PC30A-2PIT-PC

PC30A-2PIT-CL

座席入ト ランク

PC30A-TPIT

汎用有ひも用,出側は
台収容

汎用無ひも用,出側は
OPL収容

臨時受付台用

PC30A-NPIT

PC30L-2PTT-PC

PC30L-TPTT

座席着信トランク

夜間集中応答台用

汎用有ひも用,出倒は
台収容

臨時受付台用

PC30L-2POT-PC

座席出ト ランク
PC30S-2POT-CL

PC30A-2POT-SCB-CL

PI志容l夜間卜諾盲ス用PC30A-5TKT-NS

ひも用,片側は台収

無ひも用,片側ほOP
L収容

特殊共買電話機相互接
続,無ひも用片側はO
PL収容

不在通知用

イ.3 レジスタ,センタ類

レジスタ,セソダ類の種類と用途を示したのが表8である｡それ

ぞれの装置ほPCF30号A DP発信レジスタ用架,PCF30号A DP

入レジスタ用架,PCF30号A MF入レジスタ用架,PCF30号A自

動転送用架,PCF30号A座席レジスタ用架,PCF30号A DP出セソ

ダ用架,PCF30号A MF出セソダ用架にとう載される｡

4.4 マーカ翻訳装置類

4.4.1 マ ー カ

起呼接続,域内接続,出入接続などを行なう併合形のマーカで,

表8 レ ジ ス タ, セ

入線識別,出練達択,デコーディング,通話路設定とその試験な

どの楼能を有する｡PC30形交換機には最大4架までPCF30号

Aマーカ架を設置できる｡1架1マーカである｡

ム4.2 トランスレーク

Mから受信した選択番号と入線収容位置情報から発呼老サービ

スクラスおよびテナント,ルート番号などの出線制御情報を抽出

する翻訳装置である｡発呼老のサービスクラスとテナントによ

り,域内相互,市内発信,市外発信および特番発信の接続規制が

可能であり,また帯域別市外発信規制も可能である｡PCF30号A

トラソスレーク架は1架1装置で,常に2架設置される｡

4.4.3 短縮ダイヤルトランスレーク

短縮ダイヤル番号勧訳用であり,発呼老テナントと2けたの短

縮ダイヤル番号により正規番号に翻訳する｡テナントごとに短縮

番号記憶ユニット(50番号分1ユニッりが一つの短縮ダイヤル

トラソスレークに2個まで,短縮ダイヤルトラソスレークは短縮

ダイヤル発信のための域内特番対応に最大2個まで設置される｡

4.4.4 ナンバグループ

被呼番号をLLF上の収容位置,テナント,着信サービスクラ

スなどに翻訳する装置である｡PCF30号Aナンバグループ架は

城内電話番号000～499番,500～999番ごとに設置される500回

線用で,1局に最大8NG設置できる｡付加ユニットを使用する

ことにより代表選択および不在転送を行なうことができる｡

九人5 トランクナンバグループ

ICT類,POT,TFTなどのLLF上の収容位置およぴトランク

クラスを識別する装置であり,ICT類380回線,POTlOO回線収

容可能である｡1局にPCF30号Aトランクナンバグループ架を

1架設置する｡障害に備え回路は2重化されている｡

4.5 受付台など関連装置類

4.5.1有ひも受付台など

双ひも式単座席据置形の受付台と有ひも変向台で構成され,ま

た内線ジャック補足用の有ひも補足台があっていずれもスチール

製である｡この受付台は共通操作式であって,域外への発信接続

などには数字ボタン操作によって座席レジスタを使用する方法を

探っている｡受付台のなかにはひも用品(従来のひも回路と同じ)

がとう載されていて,座席レジスタ,各種台関係トランクは枚械

ソ ダ 類 の 種別 と 用 途

PC30号A

発信レジスタ

PC30号A

DP入レジスタ

PC30号A

MF入レジスタ

PC30号A

転送レジスタ

PC30号A

座席レジスタ

PC30号A

DP出セソダ

PC30一号A

MF出センダ

PC30号A

特番出センダ

セソダキー

10PPS

20PPS

10PPS

10PPS

10PPS

20PPS

扱 者 操 作

スピードiこよる

"00”識別

"0”識別

特定1レベルの2数字i致別

最大 9 数字畜街

域内特番

域内相互

域外一般

1,2または3数字

3または4数字

9数字

4～8数字ジャンパ

またはタイムアウト

再起動あり

電話機またほ専用線等からの発信用

PCF30号ADP発信レジスタ用架にとう載

最大 4 数字蓄前

哨去数字の再生ほ2けた
3数字またほ4数字

A形およびH形の収容局からの着信用

PCF30号ADP入レジスタ用架にとう載

最大 4 数字蓄群 3数字または4数字
クロスバ式の収容局からの着借用

PCF30号AMF入レジスタ用架にとう載

最大 4 数字事前 芸‾芸ジン孟接霊‡雲量た掌
トランスファ接続 無数字

自動転送,手動転送および簡易会議用

PCF30号A自動転送用架にとう戟

"00”識別

"0” 識別

特定1レベルの2数字識別

最大 9 数字事前 扱者の起動操作によ る

有ひも受付台,無ひも受付台から使用するレ

ジスタ,受付台1台に1個対応する｡

PCF30号A座席レジスタ用架にとう載

最大"0”＋9数字送出
対A形,H形局用

PCF30号ADP出セソダ用架にとう載

最大"0”＋9数字送出
対クロスバ局用

PCF30号AMF出セソダ用架にとう載

最大 3 数字送出
"100”,"119”または"110”送出用

トランク用架にとう載
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＼11二う PC31トノーB.繁J､ミ_.･■て壬付ナ†

おに設fF‡さ一～トム.ミ㌫こと1ト†;丈さiトム∴′･言付壬トノ1点七設置弧こ有ひ

も,無ひもしプ〕′i｢‡こh･二3t)ナナ30冊▼さもる｡

ム5.2 無ひも受付台など

単紳幣無ひも拭毘形しn受付ナトニ50PT.一子]と1nOPTIFいコ種

頸があ;),そしりうちしつ1nOPTFり電灯台-さあるPC3(卜号B無に＼も

受付ナ†を図13こ示す｡無ひも受付台何の妊席装買主およびOPTこま

PCF30弓･A無Jも梗概注し置和栗こ上う敬される｡

4.5.3 その他の台類

その他のナ?額としてこまサービニくl即納‡にお汁る受付土トノ1ふ･こそ

う救済F召とLて臨時に有ひも受付{丁あるいこま無ひも受付台し｢いず

れにも針設できる卓上無ひも式受付台,受付台群に対する監常司

の監察台,受付台休山持しつ受付台着信呼こ対する応答および電話

枚への接続呵の単座席無ひも卓上形手動台がある｡

4.る 推 装 置 類

難渋置とLては局内装置を試験するPCF30弓･A集中試験架,マ

ーカと集中試験架を接続するPCF3()ぢ･A簾中試験コネクタ架,笥

内装置の監視警報を行なう電源ならびに主電源を除(各便電源,断

続源,信号音を各装置に分配するPCF30号A集中監視供給架,各

種装置の呼数,呼量測定を行なうためのPCF30号Aトラヒッ7観測

架,電話機ごとに設置する度数計を最大1,400回線分とう載するPCF

30号A隻数計開架がある｡そのほか可搬形の試験機としておもに電

話槻側の局外試験を行なうPC30号A線路試験器,NGのジャンパ

の検証試験を行なうPC30号Aナン′ミブ)し-プ検証試験器がある｡

図14は興和局の梗概室の一部であり,右より度数計用架,集中監視

供給架,集中試験架を示L-ている｡

5.お も な特長

PC30形交換機のおもな特長をまとめると次のようになる｡

(1)主フレームに2段3段混合フレームを剛､た完全共通制御

方式を採用している｡また受付台接続系に座席入りンクを

用いている｡この座席入1-7ン′クはホールゾンデおよびトラ

ンスファ接続にも共用される｡

(2)ダイヤルイン,ダfヤーtレアウト機能を有し 外部との自動

発着信接続が可能である｡

(3)同一交換枚に最大20テナントを収容でき,テナントごとに

無ひも式かまたほ石ひも式の受付子†を任意iこ選定Lて設置

できる｡

(4)ダーーfヤルイン着信呼と受付台着信呼とも全テナント共通に

1群の入中継線で処理される｡

(5)加入者の代表番号すなわち受付台着信番号は,その加入者

国1⊥1PCF30-ぢ･A集中試験架そのほか

こ与ユち.れた電話番号群の中から任意の一つカこ選ばれる｡

(6)外部からしつ日勤者信呼で被呼老話中,応手筈遅延,欠番およ

び不在などに遭遇Lた呼の受付台への日動転送および自動

着忘呼しり通話中扱者呼出し(手動転送)が可能である｡

(7)クーィヤ,し7ウトニ際し,全数字蓄積方式を採用している｡

(S)帯域別揃外発仁主観制が内線のサービスクラスに応じて交換

梅ごと二†ゴよび一部のクラスについてほテナントごとに可能

でふる｡

(9)内線電話粍とLて,10PPSおよび20PPSダイヤルのもの

を悼唱できる｡また押しボタンダイヤル電話依が将来設置

できるよう考恵されている｡

(11))通話料金こま電話較ごとの個別登算が可能である｡

(11)無ひも式および有ひも式受付台とも外部との接続,内線と

しり接続に数rj･:ボタンフ);用いられる｡

(12)小形の無ひも式卓上形臨時受付台があって,サービス開始

当初ダイヤ′レイン番号の周知が徹底されないため,過渡的

に多く発生する受付台着信呼の処理を行なう｡設置および

榊去が簡単に行なえるようFこなっている｡

(13)`夜間懸中応答台による夜間集中応答またほ夜間転送および

夜間トーキーサービスが可能である｡

(14)短縮ダイヤルサービス,簡易会議電話および特殊共電など

の戟能を持っている｡

d.結 言

以上述べたように,特仕PC30形交換機は本電話棟数が2,000以

下の,加入者宅内側に設置さカtる汎用性のある集合自動電話用交換

械として実用化され,その商用試験が開始されている｡

今後特仕PC30形交換枚の商用試験結果をおりこみ,さらに新サ

ービス機能の導入を行ない,より経済的な標準形本仕交換械の実用

化のためにいっそうの努力を続ける必要がある｡

終わりにのぞ克,種々ご指導ご援助をたまわった日本電信電話公

社の各位に厚く感謝の意を表する｡
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